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・ ユーカンピア赤潮は、西部地区に集中して発生したアステリオネラ赤潮とスケレト

ネマ赤潮とは異なり全域に拡大し、河口域を除く広域で色落ち被害を引き起こし

た。 

 

[課題・問題点] 

・ 単年のデータのみの整理であり、過去の事例を含めた赤潮の着色域と色落ち状

況をまとめる必要がある。 

 

[今後の対応] 

・ ユーカンピアでは３年連続で、アステリオネラでは７年連続で過去の事例が得られ

ているので、発生年ごとにデータをまとめ、原因珪藻種ごとに同様の結果が得ら

れるかどうか確認する。 

 

[その他] 

研究期間： 平成 25 年度 

研究担当者：ノリ研究担当 中村 愛子 

 

 


